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1 は じめに

げt道工〕|の内 最 も多くを占jF9るのは 総 突き間もに代表されるfl道整晰である 現 在 lヽW (マ ルチプ

ルタイタンバー)に よる機械化施Iが 主力となり 数 百mに 及ぷ7r長を連統的に施■することによリ コ ス

トダウンやlf工品質のこうにに大さ(貢献している

MlWに よるWt通整備については 一 般的に 「和対F■叫J「 絶対米半Jの ■つの方法がある 「相対基弾J

については マ ルタイの性工原理にlttづき行

う作米であり 測 n等 の必要が無い長所を持

つ反面 域 留誤差が残るという欠点がある

1絶対基l FJについては 】J工や位置合わせ

Wtの事病1の手出がかかる事や こ うに止 移

動量が大きくなり作業が大規模になる反面

舶通の仕上がりは良いという長所がある

現在 こ の2つ の作業方法については 高

速線区での長世長整備や れ 糾整正等による

場合は 卿 基準Jに よる作業と そ れ以外

の結突きは|めについては 「相対基準Jこよる

作業と分fuされるケースがほとんどである

しかし 作 業方法を選択する上で 施 工前の

軌道変位等の値により判断されることは終か

つた

ここで 本研究は 既道変位の大小により

MT「 作業方法を判別するためその四値を考

察するJFを目的とした そこで 高低変位に新

日し ヽ岬 の 1相対基叩Jで の納道整備に

よって生する残留誤産をシミュレートし H:

上がりえ弾をlFたす条件について 施 工前の

明道変位等との関係を考察した

2 MTの 相対基準整備での残留謂差について

N句■の社対基llによる高低変1/整備 (レベ

リング)の 原理 Ⅲは 図 -1に 示すように

基本的にACド Jに弦と技り け フティング位

はて弦 ACの 高どに合わせてこう上するが

MTT作 業では11道の低下が不可能なため

(1)に線 ACに の B力“llより高いttt合1ヽ)
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図」 MT作 業(相対基準)の原理
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図-2,整 備後の残留謀差渡形の例6)

権受選魯黛:圏惨いこ慶形|

10
14
12
10
S

7 2 8 ,    7 , "    ] 0 2 0    7如    お ` 0    7 3働

■。,E(m】

図セー2 整 備後の残留謀善渡形の例(2)
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一llJ道而をBま でこうとする FQ― Pl■l

(2)直線 AC上 のBが Bよ り低い場合 {Ю I(0}

一軌道面をこまでこう上する こFI― P(0

但し

P(p― t■l F(【―L2)十L9 玉x―■1))/に1■,)

以上がシミュレーションの原騨となり残留誤差を考慮した ■ヽ1■

整備後の波形を予測できる

3M下 による相対基準整備の予測

前章で説明した原理を使用して Hr「Tに

よる相対基準整舶の予fRlを行い ま た実旗

形との比岐を行った

対象とした帆道変位は 市 低変位である

M卿 施工ntの高低変化の測定演形から

残留誤差を考慮した II「F整 備後の高低

変位の渡形を予測し 施工後の lom高 ほ変

位の測定波形との比隊を行った

図-2に おいて そ の一例を示曳 施工前

後の測定波形 M即 整備後の残留誤差を

考慮したシミュレー トの波形を示す その

結果として

図-3波 形と落込幅の考え方。
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図-4 MTTに よる相対選卒整備において

施工前後の 10m弦高に変位

施I前 の渡形に対し Hr「F施 工後をシミュレートした世形は 完全に平坦にならない簡所が存在すること

IITT施 工後をシミュレー トした渡形と施工後の高速晩道検測車 lom高 低変位の測定渡形は 軌道変位の値

に近似しておリ シ ミュレート手法が有効であると思われる

以上が言える。

4M市 による相対基準整備による施工前後軌道変位00m弦 百低)との関係

施工前帆道変位と M口 による相対基準整捕の関係について検話した 着目した項目として 渡 形の落ち

込み幅と落込みの傷小部分における lom弦 高抵触道変位 (図-3)に ついてである こ れらの項目について

重回綿分析によりその相閃を調べた

その結果が図-4で ある IITr作 業前の技形の落ち込み幅と落込みの極小部分における 10西 弦高低軌道変

位が大きいほどWw作 業後に高に変位 4mmを 超える場合が郷える結共となった

5 終 わ 引 こ

本研究において ■ヽw推 備前後の 10m弦 高低波形と M「 Fに よる相対墓弾整備のシミュ1/―ションによ

る渡形との問に関係がある事がわかった  ま た hl rrを 相対基弾で整備させた場合 残 留誤差の関係で

10m高 に変位の仕上がり差弾 4mm以 内に入らない場合があり そ の悌は 別 遮こう上量を指定した 絶 対

基禅によるキ叫道整舶を行う必要があると考えられる 今後はサンプルケースを増やし 精 度を高めること 仙

道trlい進み量の考慮すること マ ルタイ施工Bか ら 高 速仙道陰測車の測定日までの日数の影響 ll道柚遺

別の違い与を検紅していく予定である
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